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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　棒状の金属製ラック（１）を誘導硬化させるための誘導器であって、歯の領域内のラッ
ク（１）の外周面がほぼ平らであり、ラック（１）の残りの外周面の横断面がプロファイ
ルを有している前記誘導器において、
　誘導器が、ラック（１）の縦軸線に対して平行に延在する少なくとも２個のほぼ棒状の
誘導要素（２）によって形成され、この誘導要素が、硬化させるラック（１）の全長にわ
たり、歯を有する外周面に沿って延在し、ラック（１）のこの所定の表面領域を硬化させ
ることと、ラック（１）と誘導器が硬化過程中に定置されていること、歯を有するラック
（１）の外周面に、互いに平行な２個以上の誘導要素（２）が付設されていることを特徴
とする誘導器。
【請求項２】
　誘導器がラック（１）の縦軸線に対して平行に延在する少なくとも１個のほぼ棒状の他
の誘導要素（２）によって形成され、この誘導要素がラック（１）の残りの外周面に沿っ
て延在し、かつラック（１）のこの所定の表面領域を硬化させることを特徴とする請求項
１に記載の誘導器。
【請求項３】
　ラック（１）の残りの外周面に、互いに平行な２個以上の誘導要素（２）が付設されて
いることを特徴とする請求項２に記載の誘導器。
【請求項４】
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　個々の誘導要素（２）が連結要素（３）によって、機械的な剛性を有する１つの構成単
位を形成していることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の誘導器。
【請求項５】
　棒状誘導要素（２）がほぼ同じ長さであることと、互いに直接隣接する誘導要素（２）
が端側で、横方向に延在する連結要素（３）によって互いに連結されていることを特徴と
する請求項４に記載の誘導器。
【請求項６】
　誘導要素（２）が電気的に直列にまたは電気的に並列に接続されていることを特徴とす
る請求項１～５のいずれか一項に記載の誘導器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念部分に記載した棒状の金属製ラックを誘導硬化させるた
めの誘導器に関する。
【０００２】
　本発明に係る誘導器は、非円形の横断面を有するラックのためのものである。このよう
なラックは列をなして並べて配置された歯の領域がほぼ平らであり一方、残りの横断面輪
郭がプロファイルを有し、例えば円形またはほぼ楕円形または長方形または台形である。
【背景技術】
【０００３】
　ラックの誘導硬化の場合、ラックを定置配置し、誘導硬化中にあぶみ状誘導器をラック
に沿って移動させることが従来知られている。これは全体として技術的コストがかかり、
特に移動のために時間がかかる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このことから出発して、本発明の根底をなす課題は、誘導過程を簡単にかつ迅速に実施
することができる、棒状の金属製ラックを誘導硬化させるための改良された誘導器を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　技術的解決策は請求項１の特徴部分に記載の特徴を有する。
【０００６】
　所定の横断面プロファイルを有する細長い金属製ラックを誘導硬化させるための本発明
に係る誘導器の基本思想は、硬化すべきラックの所定の輪郭に相応して、誘導器を、少な
くとも１個の誘導要素、好ましくは複数の個別的な誘導要素によって形成することにある
。その場合、硬化すべきラックの歯側に誘導要素が付設されていると理解すべきである。
この誘導要素が複数の個別的な誘導要素によって形成されている場合には、その合計が誘
導器全体を表す。誘導要素が細長いラックの縦方向に配置および配向されていることによ
り、誘導器は、硬化すべき細長いラックの全長にわたって延在するように形成可能である
。これにより、ラックは複雑な形状にもかかわらず、１回の作業工程で適切に硬化させる
ことが可能である。特に、誘導器の本発明にかかる構成により、本発明に従い誘導器とラ
ックの両方を定置することができ、それによって１回の電流供給により、ラックの歯側だ
けあるいはラック全体（背面も含めて）を硬化させることができ、ラックと誘導器の相対
移動が不要である。公知の技術を処理法に適用することができる。例えば予備硬化とそれ
に続く本来の硬化のような公知の普通の処理ステップを実施することができる。さらに例
えば、誘導器を１つまたは複数の周波数で運転することができる。全体として、本発明に
係る誘導器によって、一方では誘導硬化されたラックの品質が改善され、他方ではそれに
よって処理時間が短縮される。
【０００７】
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　請求項２の発展形態によれば、ラックの歯側に、例えば１対の棒状誘導要素を付設する
ことができる。それによって、棒状誘導要素の然るべき幾何学的な形成および配置により
、ラックの歯側の最適な硬化が達成可能である。
【０００８】
　請求項３の発展形態は、ラックの歯側を上記方法によって誘導硬化させるだけでなく、
ラックの背面も誘導硬化させることを提案する。その場合、ラックのこの背面の領域に、
ラックの縦軸線に対して平行に延在する同様な棒状誘導要素が設けられ、かつラックの背
面を硬化させると理解すべきである。従ってこの場合にも、１回の電流供給により、背面
が硬化させられ、それによってラック全体、すなわちラックの歯側と背面が硬化させられ
る。その際、誘導要素の電流供給は好ましくは同時に行われる。
【０００９】
　請求項４の発展形態は、例えばラックの背面の横断面プロファイルが円形または楕円形
であるときに、背面の硬化の場合にも、対をなす誘導要素を設けることを提案する。横断
面輪郭形状に応じて、さらに多くの誘導器を設けることができる。この場合、輪郭部分の
各々に、固有の棒状誘導要素が付設される。棒状誘導要素のこの然るべき幾何学的な形成
および配置により、ラック全体の最適な硬化が達成可能である。
【００１０】
　請求項５の発展形態は、誘導器全体が機械的な剛性を有する１つの構成単位を形成する
ことを提案する。これは、この構造的な誘導器全体において先ず最初に、誘導器の誘導要
素を硬化すべきラックに関連して位置決めしなければならないことを意味し、それにより
引き続いて誘導器の然るべき電流供給により硬化過程を実施することが可能となる。その
際、個々の誘導要素間の連結要素は機械的な連結を行うという役目を有するだけでなく、
好ましくはこの連結要素は誘導要素間の電気的接続、言わば直列接続または並列接続を行
う。
【００１１】
　その際、請求項６の発展形態では、互いに隣接する誘導要素の間に連結要素が配置され
ている。これは、誘導器全体が非常にコンパクトになり、特に細長いラックの場合にさら
にスリムに形成されることと、特に不要な導体経路を架橋する必要がないことを意味する
。電流は横方向に延在する連結要素を通って適切な誘導要素に流れ、誘導器内ではラック
の縦方向に見て往復するように、すなわち前進して再び戻り、これを繰り返すように流れ
る。
【００１２】
　他の発展形態は、請求項７に従い、誘導要素が適切な連結要素によって電気的に直列に
接続されていることを提案する。誘導要素と連結要素の延在および配置に相応して、硬化
すべきラックの輪郭に適合するくねくね折れ曲がった全誘導器が生じる。その代わりに、
誘導要素を電気的に並列に接続することができる。この場合一方では、誘導要素を同じ電
源に接続することができる。他方では、誘導要素を異なるように制御することができる。
【００１３】
　次に、金属製ラックを誘導硬化させるための本発明に係る誘導器の実施形態を、図に基
づいて説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】ラックを硬化させるための誘導器を示す図である。
【図２】図１の誘導器の側面図である。
【図３】図１の誘導器の背面図である。
【図４】ラックを縦方向に見た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１～図４の実施形態は、ラック１を硬化させるための誘導器を示している。この誘導
器はラック１に対して平行に延在する全部で４個の細長い誘導要素２からなっている。そ
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の際、２個の誘導要素２はラック１の歯プロファイルに向き合っていて一方、２個の誘導
要素２はラック１の背面の領域内で延在している。
【００１６】
　誘導要素２の互いに隣接する端部は連結要素３によって機械的および電気的に互いに連
結されている。これは、誘導要素２がその連結要素３と共に電気的に直列に接続されてい
ることを意味する。この場合、電流はそれぞれの連結要素３を通過した後で誘導要素２に
沿ってラック１の縦方向に見て往復するように流れる。
【符号の説明】
【００１７】
　１　　　　ラック
　２　　　　誘導要素
　３　　　　連結要素

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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